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鳥
羽
市
は
近
隣
に
伊
勢
神
宮
と
い
う

特
Ａ
級
（
注
１
）
の
観
光
資
源
を
持
ち
、
豊

か
な
自
然
美
あ
ふ
れ
る
伊
勢
志
摩
国
立
公

園
や
、
ミ
キ
モ
ト
真
珠
島
や
鳥
羽
水
族
館
、

海
の
博
物
館
な
ど
観
光
施
設
に
も
恵
ま
れ

て
い
る
。
ま
た
、
伊
勢
エ
ビ
や
ア
ワ
ビ
を

は
じ
め
と
す
る
海
の
幸
な
ど
食
の
楽
し
み

も
豊
富
に
あ
る
。さ
ら
に
名
古
屋
・
京
都
・

大
阪
と
い
う
大
都
市
圏
か
ら
直
通
列
車
で

実
践
的
な「
観
光
地
経
営
」の
取
り
組
み

―
―“
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
”を
目
前
に
し
た
三
重
県
鳥
羽
市
を
例
に
し
て

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
政
策
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員
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事
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光
政
策
研
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長
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西
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亮

観光研究最前線

２
時
間
程
度
の
距
離
に
あ
り
、
ま
さ
に
資

源
的
に
も
立
地
的
に
も
恵
ま
れ
た
観
光
地

で
あ
る
と
言
え
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

近
年
は
観
光
客
数
の
減
少
傾
向
が
続
き
、

観
光
の
現
状
は
必
ず
し
も
芳
し
い
も
の
で

は
な
か
っ
た
。

２
０
１
３
年（
平
成
25
年
）、伊
勢
神
宮

で
１
３
０
０
年
以
上
続
く
20
年
に
１
度
の

「
式
年
遷
宮
」が
執
り
行
わ
れ
、観
光
客
数

は
久
し
ぶ
り
に
増
加
し
た
。
さ
ら
に
、
先

般
、
第
42
回
先
進
国
首
脳
会
議（
伊
勢
志

摩
サ
ミ
ッ
ト
）の
開
催
が
２
０
１
６
年（
平

成
28
年
）
５
月
に
決
定
し
た
。

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
国
際
的
な
イ
ベ

ン
ト
を
目
前
に
し
た
鳥
羽
市
が
、
観
光
を

漁
業
に
次
ぐ
基
幹
産
業
と
位
置
づ
け
、「
観

光
基
本
計
画
」「
漁
業
と
観
光
の
連
携
促

進
計
画
」
を
策
定
し
つ
つ
、
官
民
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
鳥
羽
市
の
観
光
地
経
営

の
地
道
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
い
。

鳥
羽
市
の
地
勢
と

歴
史
文
化

鳥
羽
市
は
、
三
重
県
東
端
部
の
志
摩

半
島
北
部
に
位
置
し
、伊
勢
湾
と
太
平
洋・

熊
野
灘
に
面
し
て
お
り
、
市
域
は
神
島
・

答
志
島
・
菅
島
・
坂
手
島
の
４
つ
の
有
人

離
島
と
半
島
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

平
地
は
海
岸
線
沿
い
に
の
み
分
布
し
て
お

り
、
市
域
の
多
く
は
急

き
ゅ
う

峻し
ゅ
んな
山
地
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
海
岸
線
は
山
地
が
海

岸
部
ま
で
迫
っ
て
お
り
、
風
光
明め

い

媚び

な
リ

ア
ス
式
海
岸
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

歴
史
的
文
化
的
に
伊
勢
神
宮
と
の
つ
な

が
り
が
強
く
、
古
く
か
ら
鳥
羽
で
取
れ
た

水
産
物
を
伊
勢
神
宮
に
神し

ん
せ
ん饌

と
し
て
奉
納

す
る
関
係
が
続
い
て
い
る
。

鳥
羽
観
光
発
展
の
経
緯

鳥
羽
観
光
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、

１
９
０
０
年
代
か
ら
徐
々
に
旅
館
が
増
え

始
め
、
１
９
３
７
年
（
昭
和
12
年
）
に
鳥

羽
保
勝
会
が
鳥
羽
観
光
協
会
へ
と
名
称
を

変
更
し
て
誘
客
宣
伝
事
業
を
実
施
す
る
よ

う
に
な
る
な
ど
戦
前
か
ら
観
光
誘
客
の
取

り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
た
。

戦
後
は
、１
９
４
６
年（
昭
和
21
年
）に

鳥
羽
市
全
域
が
伊
勢
志
摩
国
立
公
園
の
指

定
を
受
け
る
。
１
９
５
１
年（
昭
和
26
年
）

に
ミ
キ
モ
ト
真
珠
島
が「
自
然
と
科
学
の

新
行
楽
地
・
御
木
本
真
珠
ヶ
島
」
と
し
て

開
島
し
、
真
珠
養
殖
の
過
程
や
海
女
作

業
な
ど
を
公
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

１
９
５
５
年（
昭
和
30
年
）に
は
鳥
羽
水

族
館
が
オ
ー
プ
ン
し
、
鳥
羽
湾
巡
り
～
真

珠
島
～
水
族
館
と
い
う
観
光
ル
ー
ト
が
定

着
し
て
い
っ
た
。

三重県
鳥羽市
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し
か
し
な
が
ら
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後

は
こ
う
し
た
大
型
観
光
施
設
の
入
込
客

数
が
大
幅
に
落
ち
込
み
、鳥
羽
市
全
体
の

観
光
客
数
に
つ
い
て
も
１
９
９
４
年
（
平

成
６
年
）に
６
６
０
万
人
を
記
録
し
て
以

来
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
た（
図
１
）。こ

う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、民
間
事
業
者
に

よ
る
取
り
組
み
（
注
３
）
に
加
え
、
行
政
は

観
光
課
を
創
設
し
、観
光
基
本
計
画
に
基

づ
い
た
観
光
振
興
に
着
手
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。観

光
基
本
計
画
に

基
づ
い
た

観
光
政
策
の
実
現

1『
第
１
次
観
光
基
本
計
画
』の
策
定

と
実
践

鳥
羽
市
で
は
市
制
施
行
後
初
と
な
る

『
鳥
羽
市
観
光
基
本
計
画
』（
計
画
期
間
：

２
０
０
８
～
２
０
１
５
年
度
）
を
策
定
し

た
。
鳥
羽
観
光
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、

民
間
事
業
者
の
努
力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
き
た
部
分
が
多
か
っ
た
が
、
こ
の
取
り

組
み
は
行
政
が
鳥
羽
市
に
お
け
る
観
光
の

重
要
性
を
認
識
し
、
積
極
的
に
関
与
す
る

姿
勢
を
示
す
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

観
光
有
料
道
路
で
あ
る
パ
ー
ル
ロ
ー
ド

（
２
０
０
６
年
に
無
料
化
）
と
鳥
羽
展
望

台
が
完
成
し
、自
動
車
時
代
に
対
応
し
て

伊
勢
志
摩
国
立
公
園
の
自
然
美
が
楽
し
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。
観
光
施
設
と
し
て
は
、

１
９
７
１
年（
昭
和
46
年
）に
鳥
羽
駅
近

く
に
海
の
博
物
館
（
注
２
）
が
開
館
し
た

（
１
９
９
２
年
に
現
在
の
場
所
に
移
転
）。

１
９
７
０
年
代
後
半
か

ら
は
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
の

新
築
や
増
改
築
が
活
発
化

す
る
と
と
も
に
、
民
宿
が

大
き
く
増
加
し
た
。
民
宿

の
増
加
は
鳥
羽
地
区
だ
け

で
な
く
、
南
鳥
羽
の
漁
村

集
落
や
離
島
で
も
進
め
ら

れ
た
。

鳥
羽
を
代
表
す
る
観
光

施
設
で
あ
る
鳥
羽
水
族
館

は
、
１
９
９
０
年
（
平
成

２
年
）
に
現
在
の
位
置
に

新
水
族
館
と
し
て
移
転
し
、

わ
ず
か
３
カ
月
で
入
場
者

１
０
０
万
人
を
突
破
す
る

な
ど
、
鳥
羽
観
光
を
牽
引

す
る
重
要
な
施
設
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

観
光
地
と
し
て
の
発
展
が
急
速
に
加
速

し
た
の
は
１
９
７
０
年
代
に
入
っ
て
か
ら

で
あ
る
。特
に
交
通
ア
ク
セ
ス
の
面
で
、近

鉄
が
大
阪
万
博
の
開
催
を
前
に
、
全
国
か

ら
訪
れ
る
観
光
客
を
伊
勢
志
摩
へ
誘
致
す

る
た
め
、
鳥
羽
方
面
へ
の
鉄
道
整
備
に
力

を
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。

さ
ら
に
１
９
７
３
年
（
昭
和
48
年
）
に
は

鳥羽市中心部と鳥羽湾の風景（写真提供：鳥羽市）

図１ 鳥羽市の観光客数と宿泊者数の変遷
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3『
第
２
次
観
光
基
本
計
画
』の
策
定

―
―「
鳥
羽
う
み
文
化
」の
継
承
と

創
造
を
目
指
し
て

『
第
１
次
観
光
基
本
計
画
』
に
よ
っ
て
、

観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や
観
光
ガ
イ
ド

の
拡
充
、
エ
コ
ツ
ア
ー
な
ど
の
着
地
型
ツ

ア
ー
の
拡
充
な
ど
一
定
の
成
果
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
２
０
１
３
年

（
平
成
25
年
）
に
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
を

終
え
、
今
後
、
鳥
羽
市
に
と
っ
て
厳
し
い

状
況
が
続
く
と
予
想
さ
れ
る
中
、
一
方
で

は
全
国
的
な
訪
日
外
国
人
観
光
客
の
増

大
や
「
２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
」
の
開
催
が
決

定
す
る
な
ど
観
光
を
巡
る
状
況
の
変
化
が

予
想
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、鳥
羽
市
で
は
２
０
１
４
年（
平

成
26
年
）に
観
光
基
本
計
画
の
見
直
し
と

『
第
２
次
観
光
基
本
計
画
』（
計
画
期
間
：

２
０
１
６
～
２
０
２
５
年
度
）
の
策
定
を
、

立
教
大
学
、（
公
財
）
日
本
交
通
公
社
と

の
連
携
・
協
働
に
よ
っ
て
実
施
し
た
。
本

計
画
で
は
、
産
業
振
興
や
課
題
解
決
の
た

め
だ
け
で
は
な
く
、
将
来
目
指
し
た
い
観

光
地
の
姿
を
共
有
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
の
計
画
が
検
討
さ
れ
た
。
将
来
目
指

し
た
い
観
光
地
の
姿
を
定
め
る
た
め
に
は
、

図２ 近年の取り組み－観光基本計画の目標年次

第1次鳥羽市観光基本計画
（2008～2015年度）

第2次鳥羽市観光基本計画
（2016～2025年度）

前期アクショ
ンプログラム

（2009～
2010年度）

前期アクション
プログラム

（2016～2018年度）

中期アクション
プログラム
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後期アクション
プログラム

（2022～2025年度）

後期アクションプログラム
（2011～2015年度）
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入湯税導入（2007）
観光課設置（2009）

出典：第2次鳥羽市観光基本計画をもとに（公財）日本交通公社作成

本
計
画
で
は
、「
国
際
観
光
時
代
を
リ

ー
ド
す
る
“
海
洋
文
化
都
市
”
の
形
成
」 

「
皆
が
幸
せ
を
感
じ
る
、
や
さ
し
い
鳥
羽
」

「
自
立
自
走
で
き
る
地
域
経
営
の
核
と
な

る
観
光
産
業
の
持
続
的
発
展
」
が
目
標
と

さ
れ
、
計
画
の
実
現
を
忠
実
に
担
保
す
べ

く
『
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
』（
前
期
２

カ
年
・
後
期
５
カ
年
）
が
策
定
さ
れ
、
官

民
一
体
と
な
っ
た
観
光
振
興
が
行
わ
れ
て

き
た（
図
２
）。

2
入
湯
税
の
導
入

鳥
羽
市
観
光
基
本
計
画
策
定
の
前
年

で
あ
る
２
０
０
７
年
（
平
成
19
年
）
に
鳥

羽
市
は
入
湯
税
を
導
入
し
た
。
同
年
策

定
し
た
「
鳥
羽
市
観
光
振
興
基
金
条
例
」

に
基
づ
い
て
入
湯
税
の
７
割
を
鳥
羽
市
観

光
振
興
基
金
に
繰
り
入
れ
、
３
割
を
鉱
泉

源
保
護
の
た
め
に
鳥
羽
市
温
泉
振
興
会

に
還
元
し
て
い
る
（
図
３
）。

こ
の
鳥
羽
市
観
光
振
興
基
金
の
使
途
は
、

「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
位
置
づ
け
ら

れ
た
事
業
」
に
限
定
し
て
活
用
さ
れ
て
お

り
、
目
的
税
で
あ
る
入
湯
税
が
観
光
振
興

の
貴
重
な
財
源
と
し
て
計
画
的
に
用
い
ら

れ
て
い
る
全
国
で
も
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な

取
り
組
み
で
あ
る
。
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地
域
の
核
と
な
る
「
個
性
」
を
明
確
に
し
、

そ
れ
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
市
民
を
中
心
と
し
た
３
つ

の
策
定
部
会
が
設
置
さ
れ
、「
鳥
羽
ら
し

さ
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
繰
り
返
し
議
論

と
検
討
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
鳥
羽
ら
し
さ
と
は
「
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
島
々
を
擁
し
た
り
、
内
海
と

外
洋
が
交
じ
り
合
っ
た
り
す
る
こ
と
で
創

出
さ
れ
る
独
特
で
特
徴
あ
る
“
海
そ
の
も

の
”
と
、
そ
の
海
を
通
じ
て
生
ま
れ
た
歴

史
や
生
活
文
化
、
漁
業
文
化
な
ど
の
総

体
」、
す
な
わ
ち
「
鳥
羽
う
み
文
化
」
で

あ
る
こ
と
が
共
有
さ
れ
、
そ
れ
を
継
承
・

創
造
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
鳥
羽
観
光
の

目
標
で
あ
る
と
掲
げ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

８
つ
の
基
本
戦
略
の
も
と
で
30
の
主
要
施

策
が
定
め
ら
れ
、
重
点
的
に
取
り
組
む
べ

き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が「
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
６
つ
位
置
づ
け
ら
れ
た（
図
４
）。

4『
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
』に
よ
る

観
光
基
本
計
画
の
着
実
な
遂
行

鳥
羽
市
で
は
、
計
画
初
年
度
か
ら
ス
ム

ー
ズ
な
事
業
展
開
が
で
き
る
よ
う
第
２
次

観
光
基
本
計
画
に
つ
い
て
も『
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
』
を
策
定
す
る
予
定
で
、
今

年
度（
２
０
１
５
年
度
）、事
業
検
討
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
会
議
、
お
よ
び
事
業
検
討
市
民

会
議
に
よ
る
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、前
述
し

た
６
つ
の「
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
現

す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
が
リ
ス
ト
化
さ

れ
る
が
、前
期（
３
カ
年
）・中
期（
３
カ
年
）・

後
期（
４
カ
年
）の
３
度
に
わ
た
っ
て
策
定

さ
れ
る
こ
と
で
、各
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

図３ 鳥羽市の入湯税基金化の仕組み

観光客
（宿泊・日帰り）

鉱泉源保護費

事業を通じた
観光客への還元

観光基本計画に
記載されている事業

毎年入湯税の
7割を積み立て

毎年入湯税の3割を補助

温泉宿泊施設

鳥羽市
温泉振興会

観光振興
（5割／7割）

環境整備
（1割／7割）

消防施設
（1割／7割）

鳥羽市観光振興基金

鳥羽市
支払い 納税

出典：鳥羽市提供資料をもとに（公財）日本交通公社作成

図４ 『第2次鳥羽市観光基本計画』の計画体系

出典：第2次鳥羽市観光基本計画をもとに（公財）日本交通公社作成

戦略1
鳥羽うみの豊かな食を提供する

戦略7
観光基盤の充実・強化

戦略8
観光推進体制の構築

1 鳥羽市全体における鳥羽うみ文化ネットワーク構想
2 漁業と観光の連携

3 芸術を活かした観光振興
4 インバウンド受入推進

1 中心市街地の賑わい・魅力創出　　
2 新たな島旅の推進

テーマ別戦略プロジェクト

エリア別戦略プロジェクト

戦略2
鳥羽うみの文化を伝える

戦略3
鳥羽での滞在をより魅力的なものにする

戦略4
美しい景観を提供する

戦略5
外国人観光客に魅力を伝える

戦略6
鳥羽を発信する

目標像 基本戦略 主要施策

基本戦略 主要施策

国
際
的
な
滞
在
拠
点
を
目
指
し
た

「
鳥
羽
う
み
文
化
」
の
継
承
と
創
造

観
光
基
盤
整
備

・食に付加価値を付ける
・漁業や海女のなりわいを継承する

・鳥羽市内での情報提供を強化する
・外部に対する適切な情報発信を行う

・うみの文化を伝える
・歴史・文化・伝統を継承・活用する
・芸術・文化を活用する
・自然史を活用する

・中心市街地の景観を向上させる
・集落や離島の風景を活用する
・美しい景観を観光活用する
・自然環境を保護する

・バリアフリー・ユニバーサルデザインの推進
・観光地としての防災対策の強化
・周辺地域との連携による観光ルートの構築
・鳥羽までの交通および域内交通の改善

・外国人観光客に魅力的なコンテンツを創り出す
・外国人観光客の受入態勢・環境を整備する
・外国人観光客が訪れやすい環境を作る

・より魅力ある観光施設を目指す
・より魅力ある宿泊施設を目指す
・温泉地としての魅力も高める
・観光資源を創造的に活用する
・鳥羽らしい土産品・特産品を開発する

・観光推進体制の強化と構築
・計画の見直しと評価
・観光統計の充実
・観光財源の確保と有効な活用
・観光産業活性化と人材育成
・市民の参画を促す
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53 観光研究最前線◉実践的な「観光地経営」の取り組み——＂伊勢志摩サミット＂を目前にした三重県鳥羽市を例にして

　鳥羽観光の発展は、民間事業者によるさまざまな努
力に支えられてきた。それに加えて、近接する伊勢神宮
の存在も忘れてはならない。2014年（平成26年）に鳥
羽市が実施した観光動向調査によると、鳥羽市を訪れ
る観光客の約５割が伊勢神宮を訪問しており、伊勢市
の調査でも伊勢市を訪問する来訪者の宿泊地として鳥
羽市が選ばれている。おいしい海の幸と多種多様な宿
泊施設が“伊勢神宮への訪問と鳥羽市での宿泊”とい
う観光行動を促しているのである。
　鳥羽市の観光入込との関係を見ると、1973年（昭和
48年）の式年遷宮時は、その翌年に鳥羽市への観光
客数が初めて500万人を突破したが、その後は減少の

一途をたどり、再び500万人を超えるのは1984年（昭和
59年）のラッコブームの時であった。次の1993年（平成
5年）の式年遷宮については、その翌年を境に鳥羽市の
観光客数は減少を続け、2012年（平成24年）までその
傾向が続いた（50ページ 図1）。
　一昨年2013年（平成25年）の第62回式年遷宮は記
憶に新しいが、この年、鳥羽市の観光客数が対前年比
16.1％増の478万人を記録し、宿泊客数についても対前
年比17.0％増で201万人を達成したが、宿泊客数が200
万人を突破するのは2008年（平成20年）以来5年ぶり
のことであった。

伊勢神宮とのつながり

＜伊勢神宮参拝客・約150年間の推移＞
　伊勢神宮の参拝客数の推移が下図のように明治から記録に残っていることは驚くべきことである（出典は伊勢市
観光統計）。第二次大戦前後の推移や式年遷宮の開催される20年に１回の急増、内

ない
宮
ぐう
と外

げ
宮
ぐう
の参拝客数逆転など

が明確に表されている（注４）。

伊勢神宮参拝客数の推移（明治、大正、昭和、平成）

第
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回
遷
宮

宇
治
橋
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第
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お
木
曳
行
事
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全
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催
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世
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ス
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開
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明
治
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第57回遷宮 第58回遷宮 第59回遷宮 第60回遷宮 第61回遷宮 第62回遷宮

14,204千人（平成25年）

8,031千人（平成24年）

8,387千人（平成5年）8,590千人（昭和48年）

6,629千人（平成4年）6,203千人（昭和47年）

内宮　　　　　外宮　　　　　計

（出典：伊勢市観光統計）
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10
年
後
と
い
う
長
期
的
な
目
標
を
定
め
つ

つ
、
各
段
階
に
お
け
る
取
り
組
み
の
評
価

と
市
場
動
向
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
目
標
や
事
業
を
修
正
で
き
る
枠
組
み

が
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
な
っ

て
い
る
。

全
国
的
に
も
珍
し
い

『
漁
業
と
観
光
の
連
携
促

進
計
画
』の
策
定
と
実
践

1
策
定
の
背
景

『
第
２
次
鳥
羽
市
観
光
基
本
計
画
』の

戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら

れ
た「
漁
業
と
観
光
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
第
一
歩
と
し
て
、２
０
１
４
年
度（
平
成

26
年
度
）
に
『
鳥
羽
市
・
漁
業
と
観
光
の

連
携
促
進
計
画
』（
以
下
、漁
観
連
携
計
画
）

が
策
定
さ
れ
た（
図
５
）。

農
業
と
比
較
し
て
漁
業
と
観
光
と
の
連

携
は
全
国
的
に
見
て
も
多
く
な
い
。
漁
師

が
民
宿
を
始
め
る
と
い
う
個
の
レ
ベ
ル
で

は
な
く
、
産
業
と
し
て
の
連
携
、
組
織
と

し
て
の
連
携
を
模
索
し
よ
う
と
い
う
の
が

鳥
羽
市
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
そ
の
リ
ー

ダ
ー
が
一
般
社
団
法
人
鳥
羽
市
観
光
協
会

の
吉
川
勝
也
会
長
で
あ
る
。
同
市
浦
村
地

区
の
牡か

蠣き

小
屋
で
の
牡
蠣
食
べ
放
題
の
成

功
体
験
な
ど
を
通
じ
て
“
鳥
羽
観
光
再
生

の
鍵
は
鳥
羽
漁
業
の
再
生
に
あ
る
”
と
の

強
い
信
念
か
ら
取
り
組
み
が
始
め
ら
れ
た
。

こ
の
漁
観
連
携
計
画
が
ス
ム
ー
ズ
に
進

ん
だ
背
景
に
は
、鳥
羽
磯
部
漁
業
協
同
組

合
と
鳥
羽
市
観
光
協
会
だ
け
で
な
く
、
そ

の
関
係
性
を
担
保
す
る
鳥
羽
市
役
所
の
三

者
の
合
意
・
連
携
が
整
っ
た
こ
と
が
大
き

い
。
２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）
11
月
に

は
漁
協
組
合
長
、
観
光
協
会
長
、
市
長
の

三
者
対
談
が
キ
ッ
ク
オ
フ
会
議
と
し
て
実

現
し
、
そ
の
内
容
は
鳥
羽
市
の
広
報
誌
に

掲
載
さ
れ
、
全
戸
に
配
布
さ
れ
た
。

2
策
定
の
プ
ロ
セ
ス

漁
観
連
携
計
画
策
定
の
プ
ロ
セ
ス
は
、

ま
ず
は
漁
業
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、

市
内
13
カ
所
の
漁
村
集
落
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た（
56
ペ
ー
ジ 

図

７
）。
漁
村
ご
と
に
漁
法
や
魚
種
が
異
な

り
、
微
妙
に
言
葉
や
風
習
も
異
な
る
が
、

総
じ
て
漁
協
支
所
、
漁
師
と
も
に
観
光
に

対
す
る
理
解
は
高
く
な
く
、
む
し
ろ
観
光

に
対
し
て
は
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、

鳥
羽
漁
業
の
特
徴
は
、
い
ま
だ
に
一
本
釣

り
に
こ
だ
わ
る
漁
師
が
多
数
い
る
こ
と
、

連携
・両者が議論を重ねて、互いを理解する
・連携に関して共通認識を持つ
・市内外に周知し、｢鳥羽｣のブランド化を図る

図５ 『漁業と観光の連携促進計画』の枠組み

漁業 観光

出典：鳥羽市・漁業と観光の連携促進計画

現状
・漁獲量（資源）の減少
・魚価の低迷
・漁業経費の高騰（特に燃料）
・高齢化

現状
・観光客の減少
・施設の老朽化
・旅館の廃業・減少

課題
・収入の減少　　・後継者不足
・漁業の縮小　　・伝統的漁法の衰退

課題
・収入の減少（後継者不足）
・施設が観光客に対応できていない
・鳥羽の漁業を観光に生かしていない

消費者のニーズ→

データ
ヒアリング

《計画期間：10年間
　　　　　平成27～36年度》

《平成26年度》

行政の支援

改善（フィードバック）評価・考察

・今後の漁観連携の方針を定める

・計画推進　　　・仕組みや支援制度の検討と運用
・各地区の取り組み実施と支援　・国や県の補助事業導入等

目標（Goal）

漁業

漁観連携事業

観光

行政

『漁観連携計画』の策定

実行

漁業 観光

Do

Plan

ActionCheck

データ
ヒアリング

227観光研究最前線02.indd   54 2015/10/02   19:04



55 観光研究最前線◉実践的な「観光地経営」の取り組み——＂伊勢志摩サミット＂を目前にした三重県鳥羽市を例にして

本
土
側
よ
り
も
離
島
側
の
漁
業
が
盛
ん
で

あ
る
こ
と
、
海
女
文
化
が
色
濃
く
残
っ
て

い
る
こ
と
、
ア
ワ
ビ
や
伊
勢
エ
ビ
、
鯛た

い

な

ど
高
級
魚
が
多
く
多
品
種
少
量
で
あ
る

こ
と
な
ど
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

ま
ず
は
漁
業
、
漁
協
、
漁
師
の
実
態
を

把
握
し
、
そ
の
再
生
の
た
め
に
観
光
が
ど

う
役
立
つ
か
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
漁
業
者
、

宿
泊
業
者
、
そ
し
て
行
政
の
三
者
が
一
堂

に
会
す
る
場
の
設
定
が
何
に
も
増
し
て
重

要
で
あ
り
、
本
音
で
語
り
合
う
こ
と
か
ら

具
体
的
な
事
業
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

3
漁
観
連
携
計
画
の
概
要

漁
観
連
携
計
画
は
、御み

食け
つ
く
に国
・
鳥
羽
の

実
現
の
た
め
に
５
つ
の
基
本
戦
略
が
設
定

さ
れ
た（
図
６
）。
そ
し
て
戦
略
ご
と
に
６

つ
の
施
策
が
整
理
さ
れ
、
30
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
構
築
さ
れ
た
。
そ
し
て
前
期
３
カ

年
で
重
点
的
に
実
施
す
べ
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
以
下
の
５
つ
が
選
定
さ
れ
た
。

①
情
報
発
信
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
鳥

羽
の
魚
介
類
の
情
報
を
き
ち
ん
と
観

光
客
に
伝
え
る
！

②
さ
ら
な
る
地
産
地
消
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
～
鳥
羽
の
魚
介
類
を
鳥
羽
で
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
！

③
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～

鳥
羽
の
魚
介
類
の
価
値
を
高
め
る
！

④
海
女
さ
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
鳥
羽
ら
し

い
特
徴
あ
る「
食
」の
場
を
つ
く
る
！

⑤
一
次
加
工
場
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～

鳥
羽
の
魚
介
類
を
鳥
羽
の
旅
館
で
安

定
し
て
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
！

4
漁
観
連
携
計
画
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み

計
画
に
基
づ
く
各
種
事
業
の
実
現
の
た

め
、初
年
度（
２
０
１
５
年
度
）は
、ふ
る

さ
と
財
団（
総
務
省
管
轄
）の「
地
域
再
生

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
」の
活
用
を
図
る
こ
と

と
し
、
ま
ず
は
、
複
雑
な
水
産
物
の
流
通

経
路
の
把
握
か
ら
始
め
、
市
内
観
光
業

界
の
地
元
調
達
率
調
査
―
地
元
で
水
揚

げ
さ
れ
た
水
産
物
を
市
内
の
宿
泊
施
設
な

ど
（
や
飲
食
店
な
ど
）
が
ど
の
程
度
使
っ

て
い
る
か
―
を
実
施
す
る
こ
と
か
ら
始

め
ら
れ
て
い
る
。

現
在
、
伊
勢
志
摩
地
域
と
し
て「
海
女

文
化
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
」

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
が
、

今
回
の
漁
観
連
携
計
画
に
位
置
づ
け
ら

れ
た「
海
女
基
金
」が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
趣
旨
に
賛
同
す
る
宿
泊
施
設
が

宿
泊
料
の
１
％
を
海
女
文
化
の
保
存
・
活

用
に
生
か
す
た
め
の
基
金
で
あ
る
。
ま
た
、

人
材
不
足
に
悩
む
海
女
の
新
規
参
入
を
図

る
た
め
、
海
女
の
公
募
に
取
り
組
み
、
全

国
か
ら
２
人
の
新
人
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

長
期
的
な
事
業
と
し
て
は
、海
女
の
現

金
収
入
の
も
と
と
な
る
ア
ワ
ビ
増
殖
の
た

め
の
養
殖
技
術
の
向
上
や
比
較
的
規
模
の

大
き
く
、料
理
人
の
人
手
不
足
に
悩
む
宿

泊
施
設
で
要
望
の
あ
る
一
次
加
工
処
理
施

設
の
整
備
の
可
能
性
な
ど
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。

出典：鳥羽市・漁業と観光の連携促進計画

①鳥羽で獲れた旬の“海の幸”のさらなる消費拡大を図ります
②鳥羽の“海の恵み”をアピールし、ブランド力を高めます
③鳥羽の海が育てた「鳥羽うみ文化*」を大切に継承し、
　未来に向けて発展させます

「漁観連携」の戦略 ～鳥羽の「漁業」と「観光」を結ぶ5つの視点～

１．鳥羽の“海の恵み”を伝える ＜情報発信＞

２．鳥羽の“海の幸”を食べる ＜地産地消＞

３．鳥羽の“海”を体験する ＜鳥羽うみ体験＞

４．｢鳥羽うみ｣の“文化”と“恵み”を生かし、育てる
＜鳥羽うみ育成＞

５．鳥羽の漁業が再び元気になる ＜漁業活性＞

図６ 『鳥羽市・漁業と観光の連携促進計画』の計画体系

＊「鳥羽うみ文化」：第2次鳥羽市観光基本計画のキーワード。特徴ある鳥羽の海そのものと、
　その海を通じて生まれた歴史や生活文化、漁業文化などの総体のこと
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芸
術
な
ど
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
、
駅
前
地
区
の
景
観
整
備
と
再
開
発

な
ど
を
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
の
実
践
的
な
観
光
地
経
営
が
期
待

さ
れ
る
。

（
に
し
か
わ　

り
ょ
う
／

う
め
か
わ　

と
も
や
）

図７ 鳥羽市に点在する漁村集落（漁協支所）

鳥
羽
観
光
の
今
後
の
展
開

―
―
期
待
さ
れ
る
実
践
的

な
観
光
地
経
営

1
６
つ
の
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

観
光
財
源

３
カ
年
の
前
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
６
つ
の
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
位
置
づ

け
ら
れ
た
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
市
民
レ

ベ
ル
の
参
画
を
仰
ぎ
な
が
ら
実
現
に
向
け

て
動
こ
う
と
し
て
い
る
。

そ
の
財
源
的
な
裏
付
け
と
な
る
入
湯
税

は
７
割
が
基
金
化
さ
れ
、い
わ
ば
観
光
分

野
の
独
自
財
源
と
し
て
有
効
活
用
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。使
途
は
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
が
、活
用
の
実
態
に
つ
い
て
は
よ

り
透
明
性
を
高
め
る
た
め
に
も
明
確
化
と

情
報
発
信
が
不
可
欠
で
あ
る
。

2
推
進
組
織
・
体
制
と
計
画
監
理
の

仕
組
み

鳥
羽
市
の
観
光
振
興
の
体
制
は
、
こ
れ

ま
で
の
よ
う
な
観
光
業
界
だ
け
で
進
め
ら

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
漁
協
や
農
協
を
は

じ
め
と
す
る
多
様
な
主
体
に
よ
っ
て
推
進

さ
れ
る
も
の
と
考
え
方
を
大
き
く
シ
フ
ト

（
注
１
）『
観
光
資
源
の
今
日
的
評
価
に
関
す
る
研
究
』

（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
、２
０
１
３
年
）

（
注
２
）
海
と
人
間
と
の
関
わ
り
の
歴
史
を
テ
ー
マ
に
約

６
万
点
の
実
物
資
料
を
保
存
・
展
示
し
て
い
る
。

（
注
３
）
温
泉
開
発
や
パ
ー
ル
婚
、
地
球
塾
な
ど
。

（
注
４
）
研
究
員
コ
ラ
ム
：
梅
川
智
也 

－ 

式
年
遷
宮
を
間

近
に
し
た
伊
勢
神
宮
～
20
年
に
一
度
の
再
生
。

（
注
５
）
各
事
業
を
計
画
（PLA

N

）→
実
施
（D

O

）→

評
価
（CH

ECK

）
→
改
善
（A

CT
IO
N

）
の

流
れ
で
実
行
し
、
次
の
計
画
や
事
業
の
改
善
に

活
か
す
考
え
方
。

（
注
６
）key perform

ance indicator

の
略
。
目
標

達
成
の
た
め
に
具
体
的
な
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
た
め
に
設
定
さ
れ
る
い
く
つ

か
の
指
標（
業
績
評
価
指
標
：perform

ance 
i ndicators

）の
う
ち
特
に
重
要
な
も
の
を
指
す
。

さ
せ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
市
民
の
観

光
へ
の
理
解
と
観
光
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参

画
が
肝
要
で
あ
る
。
鳥
羽
市
に
お
け
る
こ

れ
か
ら
の
観
光
推
進
体
制
は
、
他
産
業
と

も
連
携
し
つ
つ
、
鳥
羽
う
み
文
化
の
継
承

と
創
造
を
通
じ
て
、
独
自
の
地
域
ブ
ラ
ン

ド
を
構
築
し
、
差
別
化
し
て
い
く
こ
と
が

要よ
う

諦て
い

と
な
る
。

ま
た
、ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
計
画

監
理
、
つ
ま
り
評
価
と
見
直
し
を
ど
う
進

め
て
い
く
か
に
つ
い
て
は
、い
わ
ゆ
る
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
シ
ス
テ
ム（
注
５
）を
導
入
し
、
第
三
者

を
含
め
た
評
価
委
員
会
を
創
設
し
て
進
め

て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

3
２
０
１
６
年
度
（
平
成
28
年
度
）

以
降
の
展
開

計
画
の
評
価
に
あ
た
っ
て
は
、
適
切
な

Ｋ
Ｐ
Ｉ（
注
６
）の
設
定
が
必
要
で
あ
る
が
、

鳥
羽
市
に
お
け
る
最
重
要
業
績
評
価
指

標
は「
観
光
消
費
額
」
と
位
置
づ
け
て
い

る
。「
観
光
客
数
」よ
り
「
宿
泊
客
数
」、「
宿

泊
客
数
」
よ
り「
観
光
消
費
額
」
が
重
要

で
あ
り
、
さ
ら
に
「
地
域
内
循
環
」
が
大

切
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
の

基
準
と
な
る
数
値
（
観
光
の
経
済
波
及

効
果
調
査
）
を
算
出
し
て
い
く
こ
と
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
創
生
と
と

も
に
、
２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
５
月

に
開
催
さ
れ
る
「
伊
勢

志
摩
サ
ミ
ッ
ト
」
に
向

け
た
短
期
的
展
開
と
し

て
現
在
各
種
施
策
が

検
討
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
10
年
後
を

見
据
え
た
中
・
長
期
的

な
展
開
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
漁
業
主
体
の
鳥
羽

う
み
で
少
し
で
も
観

光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
利
用
を
促
進
し
て
い

く
こ
と
、
伝
統
芸
能
や

出典：鳥羽市・漁業と観光の連携促進計画
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いじ か

すがしま

うらむら

せん が かた こ

さか て

とう し

かみしま
わ ぐ うら

ももとりちょう

お はま

あ ら しま

く ざき

おおさつ

国崎支所

相差支所

菅島支所

答志支所

神島支所和具浦支所
桃取町支所

小浜支所

畔蛸支所

千賀堅子支所

坂手支所

あ だこ

鳥羽支所
と   ば

56観光文化227号 October 2015

227観光研究最前線02.indd   56 2015/10/02   19:04


